




















































































ク Web とオントロジーの関係を述べ、1.4 で非文字
情報を発信する際に適した提案概念、dcterms と







































































































Dublin Core がある。Dublin Core はメタデータ規
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主体Si (i = 1, 2, . . .), Sj (j = 1, 2, . . .), ただしi = j
客体On (n = 1, 2, . . .), On (m = 1, 2, . . .), ただしn
= m



























































Si, On, P  について、
If  Si,On, ¬ R , And if  Sj ,On, R  ∧ Sj ,Om, W  ∧















Access Control Agent System























































































































































































































































― S1 <S2かつO1 <O2 のとき(3)を選択もしくは(4)
を選択する。（O2にアクセス出来るならO1にも
アクセス出来る）
― S1 <S2 かつO1 >O2 のとき(3)を選択する。
― S1 >S2 かつO1 <O2のとき(4)を選択する。（S2 が
アクセス出来るならS1もアクセス可能、O2にア
クセス出来るならO1にもアクセス出来る）



































































































1――Access Control Agent Systemの構造
Access Control Agent Systemの構成を図3.6に示
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（ T o p i c s ）、 主 題 間 の 関 係 を 表 現 す る 関 連
（Associations）および主題と主題に関連する情報リ
ソースを結び付ける出現（Occurrences） によって
組織化される。ISO/IEC JTC1 SC34 WG3 で策定さ



























































biography, culture, politics）; historical period
















































































































































































図4.4:  Context 用トピックを用いたContext 表現
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for the Advancement of Structed Information
Standards）において標準化の検討が進められてい
るXrML（Extensible rights Markup Language）
(7)　
や





























































ことによって、「This paper is authored by Kota
YAMADA.」という情報を表現することができる。
文は主語（rdf : subject,「This paper」）と述語（rdf








クラス（rdfs : Class）やプロパティ（rdfs : P
roperty）を定義することができる。さらに、プロ
パティの定義域（rdfs : domain）や値域（rdfs :
range）、クラスやプロパティを継承（rdfs :
























































































































































































































































































Pa1 <Pa2 <Pa3 <・・・<Pan 


























































































































































































































































































































































































2. S j - 1 のアクセス制御エージェントはカプセル
エージェントにCj からの送信データを入手







































Extended Dublin Core DB
Extended Dublin Core DB
Extended Dublin Core DB
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図6.5 差分画像 図6.7 周囲長20 以下の連結領域を除去した二値画像
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